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初めて海釣りに挑戦するなら、堤防や防波堤に行って
みましょう。堤防や防波堤は足場が平らなため、腰を落ち
着けてじっくりと釣りができます。ただ、最近では釣りを
禁止している場所も多いため、慣れていない人には、そこ
が禁止エリアかどうかの判断が難しいかもしれません。

そこでおすすめなのが、全国に多数ある海釣り公園。堤
防や防波堤などを利用した釣り専用の施設で、海底に消
波ブロックなどの魚礁（ぎょしょう）を置くなどして、魚
が集まりやすくしてあります。

釣りの方法は、釣りたい魚に合わせて釣りざおや仕掛
けなどを変えるのが基本ですが、初心者には、「サビキ仕
掛け」での釣りがおすすめ。海釣り公園でこの方法を用い
ると、狙う魚を絞らずに、いろんな魚が釣れる可能性があ
ります。

海釣り公園の体験の様子は、28ページから紹介します。

海釣りをはじめてみよう

釣り研究家の大川雅治さん。釣り歴50年。
釣り具メーカーのグローブライド・DAIWA
を退職後、現在は釣りの企画運営や、テレ
ビ番組をはじめとするメディアでの監修
などを行っている。

釣り具を用意しよう
初心者におすすめの「サビキ仕掛け」の釣り具は、リール（釣り糸を巻き取る道具）を付けた釣りざおと、サビキ仕

掛け、エサの3つです。仕掛けとは、狙う魚に合わせて、糸・針・オモリ・浮きなどを仕組んだもので、サビキ仕掛けは
複数の偽物のエサが付いた針（サビキ）を使うのが特徴です。
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2.1メートルから3.0メートル程
度の釣りざお（ロッド）。リール
は、150メートル程度の道糸（ラ
イン）を巻ける小型のものを選ぶ
とよい。

さお
釣りざおの先からハリス（仕掛け糸。ヨリモド
シからオモリまで）までの釣り糸のこと。

道糸

道糸とハリスの連結具。
ヨリモドシ

コマセとは撒き餌（まきえ）にするアミエビの
ことで、この袋に入れて海中で撒くことで魚
をおびき寄せる。

コマセ袋

ハリスと一体になっている。エビや魚の皮と
いった疑似餌（ぎじえ）針が何本も付いた仕掛
け。

サビキ仕掛け

仕掛けを遠くまで飛ばしたり、
海中に沈めたりする役割がある。

オモリ

【注意】
撒き餌釣りは禁止されている地域がありますので、お近くの都道府県にご確認ください。 なお、外国人の撒き餌釣
りは、永住者や特別永住者などを除き、禁止となっています。
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【注意】
ここで紹介しているものは、堤防や防波堤、海釣り公園、管理釣り場での衣服と基本的な持ち物です。その他の場
所では異なるので、それぞれの釣り場所に合った服装や持ち物を用意しましょう。

衣服や持ち物を用意しよう（夏の場合）

ライフジャケットは必需品。万一のときのた
めに必ず着用を。ほとんどの海釣り公園では、
貸し出し用も用意されている。

ライフジャケット

靴は滑りにくいものを。サンダルやヒールな
ど、脱げやすい、転びやすいものは履かないこ
と。

靴

日差しやケガを防ぐため、ツバ付きの帽子を
選ぼう。

帽子

日陰がなく、風もまともに受けるので、体感温
度の変化に対応できるよう長袖の上着がよい。

上着

ズボンは動きやすいものを選ぼう。
ズボン

エサを触った手などを拭くのに
便利。

ウェットティッシュ
ゴミはきちんと片付けて持ち帰
ろう。

ゴミ袋
熱中症予防のため、多めに用意
しよう。

飲み物
日除けや汗拭きにはもちろん、
釣れた魚をタオルで持つと扱い
やすい。

タオル

万一、針などでケガをしたとき
のために備えておく。

消毒液と絆創膏

釣った魚を保存するために用意。
飲み物も冷やしておける。

クーラーボックスと
保冷剤虫さされを防ぐために持参しよ

う。

虫除けスプレー
紫外線防止のために、こまめに
塗り直す。首にも塗ろう。

日焼け止め

天気の急変に備え、出かけると
きの空模様にかかわらずレイン
ウエアを用意する。

レインウエア
絡んでしまった糸を切るときに、
用意しておくと便利。

ハサミ
紫外線防止はもちろん、針が飛
んできたときなどに目を守る役
割もあるので用意するとよい。

サングラス
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